
児玉　善廣 1）　　益川　満治 2）　　山田　恵子1）　　小池　和幸1）

1）仙台大学体育学部　2）弘前大学

シニアスポーツ活動に関する調査研究
―シニアバスケットボール活動の現状について―

仙 台 大 学 紀 要

Vol. 52, No.1: 73-83, 2020





Ⅰ　はじめに

　世界でも類を見ない超高齢化社会を迎えた日
本において24），29），36），スポーツの文化的価値は
如何なるものなのかを思案する事は重要である．
近年，我が国におけるスポーツ政策の推進によ
り，以前にも増して中高齢者（以下、本研究で
はシニア注1）と呼ぶ）がスポーツに興じる様子
が広く一般に認識されるようになり，ジェロン
トロジー7），27）を一環とする科学的アプローチ
12），17），21），22），24），25），33）も少なくない．
　谷藤23）は，中高年のスポーツが盛んになり
つつある我が国において，海外との歴史的な差
が大きい中でその現状と課題をいくつか挙げて
いる．活動では特に「生き甲斐」を感じている
一方で，年齢区分や規則等の問題があるとし

注 1）　「シニア」は一般的に，年長者・先輩・上官などといった意味で使われている．従来から「年寄り」というネガティ
ブなイメージで普及していない経緯があったが，最近の医科学研究の発達や国民のスポーツ活動意識の高まりによっ
て，各地域や分野で取り扱われている．

cf.　　最初に「シニア」と言う言葉をスポーツに使われたのは，IBM の創設者トーマス・J・ワトソンと言われ，現在も
PGA シニアツアーとし 50 歳以上のプロゴルファーの大会が開かれている．

「ワールドマスターズスポーツ」16）に倣うべく
「競技スポーツ」と「レクリェーションスポー
ツ」の融合した新たな領域の必要性を指摘して
いる．例えば，アメリカでは，すでに1997年頃
に，次のようなことが指摘されていた１）．「人々
の身体的な旺盛維持年数が目に見えて長くなり
つつある．これに合わせて高齢者（シニア）は
多様なスポーツ活動にますます参加するように
なってきた．そして，ここ10年間ほどの間にマ
スターズスポーツ大会16）や，シニア・オリンピッ
クスといったシニアを対象とした公式スポーツ
競技大会が開催されるようになった．」つまり，
アメリカでは1980年代からシニアの加齢に伴う
体力の減退傾向が緩やかになり，その分スポー
ツ活動志向が高まったと考えられる．
　確かに我が国でも各競技団体では，若年層の
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選手育成等の競技力向上と並行して地域スポー
ツの普及と拡大を目的とした具体的方策が検討
されている．しかしながら，その一方でシニア
スポーツを取り巻く現場では，競技運営に伴う
規制，施設環境，インフラの不整備など，その
課題は山積みしている事は否めない．また，シ
ニア世代の競技者の活動に於いては，活動自体
不明瞭な点が多く活動そのものや，運営自体に
満足のいっている状況とは言いがたいようであ
る8），21），23），24），27），33），36）．
　日本バスケットボール協会（JBA）14）は，
2015年にガバナンス改革委員会のもと，JPBL
将来構想整備委員会を設置，「社会人カテゴリー
活性化推進会議」を経て社会人カテゴリーの再
編，社会人連盟14），31）を発足し現在に至ってい
る．現在，当協会への競技登録者数だけを見て
も63万人16）を超えており，国内競技団体のトッ
プレベルを占めている．その中でもシニア（競
技経験者・愛好家）は，今なお増加の一途を辿っ
ている．しかし，「シニア」あるいは「マスター
ズ」などの名称や定義も含め，我が国全体の
活動実態も不明な点も見られ，競技者を取り囲
んでいる環境全体が整っているとは言いがたい
のが現状である．従って，このような現状を具
体に分析して検討することは，シニアスポーツ
活動の実態の一端を知る手がかりとなり，当然
他競技への波及も期待できる事から，ひいては，
我が国のスポーツ文化の成熟に資すると考える
ため社会的意義は大きいと言える．これからの
超高齢化社会が抱えつつある種々の課題を少し
でも緩和して行く事を見据えながら，将来のア
クティブエイジングの可能性を追求するために
継続的な研究努力が必要と考える．
　そこで本研究は，競技者として第一線を退い
てもなお，バスケットボールに親しみ，第二の
バスケットボール人生を謳歌するシニア愛好家
を対象に，活動の実態調査を実施し，得られた
回答から今後のシニアスポーツの在り方や方向
性を探るための一資料を提示することを目的と
した．

注 2）　大会要項：各ブロック別に対し，登録チーム数の割合に準じ参加チームが決定されている．

Ⅱ　研究方法

１．対象
　本研究の対象は，日本バスケットボール協会
の組織・規約14）を参考にすると共に，現在全国
規模で活動している40歳未満（現役を退いた社
会人）と40歳代から80歳代までの選手，更には
第２回全国社会人オーバー40・50バスケットボー
ル選手権大会に参加した62チームの選手289名
である．チームの内訳は下記のとおりである．
１）東北ブロック対象チーム：青森県（2），秋

田県（3），岩手県（2）山形県（1），宮城県（3），
福島県（2）：計13チーム

２）横浜カップ“全国ゴールデンシニアバスケッ
トボール交歓大会”参加チーム：北海道（1），
東北（1），関東（4），甲信越（1），東海（2），
近畿（2），中国・四国（1）九州・沖縄（2），
前回優勝チーム（1），開催地代表チーム（1）：
計16チーム

３）全国ゴールデンシニア交歓会（埼玉県）参
加チーム：北海道（旭川・帯広：1），岩手県

（1），埼玉県（1），神奈川県（1）新潟県（1），
愛知県（1），スーパーシニア選抜チーム（1）
全国選抜チーム（1）：計8チーム

４）第２回全国社会人オーバー40・50バスケッ
トボール選手権大会の参加チーム
計64チーム注2）

　以上，アンケート調査は１）から３）のバス
ケットボールチームメンバー合計289名，内有
効回答234名を調査対象とした．聞き取り調査
については，上記大会１）から４）の参加メン
バーの主なチーム責任者，及び一部の選手（28
名）を対象にした．

２．調査方法
１）アンケート調査

　アンケート調査は無記名形式で実施，内容
については競技履歴，属性および活動状況（動
機，目的，意義）について計15項目で調査し
た．（表－１）

児玉　善廣ほか

74



２）集計・分析の手順
　それぞれのアンケート項目に40歳未満，40
歳代，50歳代，60歳代，70歳代，80歳代ごと
に集計した，自由記述の設問についてはKJ
法に基づき，競技者の活動に関する現状と意
識傾向を分類した．

３）聞取り調査
　聞取り調査は１）東北ブロック対象13チー
ム、２）横浜カップ参加16チーム、全国ゴー
ルデンシニア交歓会参加8チーム、４）第２
回全国社会人オーバー40・50バスケットボー
ル選手権参加62チームから主なチーム責任者、
一部の選手へ「活動の状況と課題に」につい
て聞き取りを行った．

３．調査期間
１）アンケート調査：令和1年7月10日～11月
２）聞き取り調査：令和1年7月中旬～11月

Ⅲ　結　果

１．各設問についての比較検討．
　対象者の内訳は40歳未満（65），40歳代（48），
50歳代（32），60歳代（73），70歳代（13），80
歳代（3）で，以上15項目の質問から特徴の見
られた結果を挙げる． 
１）「活動を始めた動機」（単回答）

　特に多かった理由は②「友人・仲間の誘い」
で参加しているケースで，234の全回答数か
ら142の回答があった（以降（142/234）と表
記）．次いで，①「自主的」で参加している
ケースでも89と，この2つの理由に集中して
いた．年代別で見ると40歳未満から60歳代に
かけ78％～66％と高い値を示しており，特に
若い層が友人や仲間からの誘いで参加してい
る傾向を示していた．また，50歳代以上の各
世代では，ややばらつきはあるものの特に高
齢者層（60歳以上）が自主的に参加している

表－１　アンケート用紙
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傾向が見られた．（図－１）

図－１　活動を始めた動機

２）「活動の目的」（複数回答）
　特に多かったのは⑤「健康・体力維持・向
上」（174/560）であった．次いで，①「趣
味・特技」（168/560）と，②「仲間作り」

（123/560）の回答が多かった．更に，年代別
で見ると，⑤「健康・体力維持・向上」は， 
40歳以下と80歳代がやや少ないが、各年代で
多い割合（84％～72％）を示しており，参加
者の多くが自己の健康と体力に対する関心度
や意識が高い事が伺えた．この結果は，長ケ
原27）の報告でも同じ指摘をしている．また， 
①「趣味・特技」では，80歳代の他は（77％
～62％）の幅で殆どの年代で多い割合を示し
た．②「仲間作り」では， 80歳代から50歳代
にかけて多い割合（67％～53％）を示してお
り，若い年齢層では趣味や特技に対する意識
が強い傾向があるが，高齢になるに従って健
康や仲間と交流を目的とする傾向が伺えた．

（図－２）

図－２　活動の目的

３）「現在の活動に対して満足しているか」
　　（単回答）

　ここでは，①「満足している」（189/234）
が多く，殆どの年代が満足と感じており，そ
の意識は年齢が高くなるに従って多くなる事
が伺えた．

図－３　活動に対する満足

４）「地域・関係団体の協力（理解）」　（単回答）
　ここでは，①「理解されている」（116/234）
が半分を占めた．次いで④「自由な形で活動
しているため協力関係がない」（54/234），②

「どちらとも言えない」（52/234）だった．年
代別で見ると，40歳代から70歳代にかけ多い
割合（60％～51％）を示しており，参加者の
半数は地域や関係団体が協力的である事や理
解されて活動していると感じている事が伺え
た．（図－４）

図－４　地域・関係団体の協力（理解）

５）「活動で大事にしているもの（技能・体力）」
　　（複数回答）　

　特に多かったのは⑥「体力」（136/566）で
あり，次いで①「シュート技術」（110/566），
⑧「柔軟性・怪我」（106/566）だった．更
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に，年代別で見ると，高齢になるに従って体
力を意識して活動をしている事が伺え，更に，
シュート技術についても拘りを持って臨んで
いる事が伺えた．また，怪我などに注意を払
うヘルスケアの意識も特に70歳代に多く見ら
れた．（図－５）

図－５　大事にしているもの（技術・体力）

６）「活動で大事にしているもの（精神面・社
会性）」（複数回答）

　特に多かったのは⑩「健康」（133/720）次
いで，⑨「親睦・交友」（128/720），⑥「チー
ムワーク」（123/720），⑧コミュニケーショ
ン（109/720）だった．更に，年代別で見ると，
健康を意識しているのが50歳代から60歳代で
あり， 50歳代から80歳代は，親睦と交友を大
事にしており，チームワークを大切にして活
動に参加している事が伺えた．コミュニケー
ションは，ばらつきはあるものの80歳代を除
いて平均的な意識が見られた．（図－６）

図－６　大事にしているもの（精神面・社会性）

７） 「活動の意義」（自由記述）
　ここでの回答を整理した結果，A健康，B
生涯スポーツ，C親睦・友好，D社会貢献，

E追究の５つのカテゴリーに分ける事が出来
た．その結果，特に多かったものはC「親睦・
友好」だった．次いで，A「健康」，B「追究」
が挙げられた．年代別で見ると， 60歳代や80
歳代が親睦・友好を期待している点が見られ，
40歳未満を除く各年齢層にかけて「健康第1」
を謳っている傾向が伺えた．40歳未満の年齢
層では「追究」で多い割合を示しており，ユー
ス（現役）時代にみる「向上心」の意識が残っ
ていると考えられた．（図－７）

図－７　活動の意義

８）「活動の今後の（方向性・将来性）について」
　ここでは，②「あえて考えてみると」

（115/234）が約半数の回答を得た中で， 年齢
別では特に70歳代の回答が多い傾向を示して
おり，「シニアバスケ」における将来性に対
するアイデアなどの意識を持っている事が伺
えた．一方で①「特に考えたことがない」の
回答も約半数（119/234）であった．年齢別
で見ると40歳未満と50歳代，80歳代が多い傾
向を示しており，特にシニア活動の将来に対
する具体的な考えが示されなかった．（図－８）

図－８　活動の将来性の考えの有無
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９）前の８）「あえて考えてみると」の回答を
受けて（自由記述）

　ここでは，回答の自由の内容を吟味し整理
すると A健康・体力，Bヘルスケア・地域
活性化，Cシニア普及発展・伝承，D余暇・
趣味・生き甲斐，Eその他の5つのグループ
に分けることが出来た．そこで，特に多かっ
たのが，B「シニアスポーツの普及発展・伝承」
で，次いで，C「ヘルスケアによる地域活性化」，
A 「健康・体力」とD「余暇・趣味・生き甲
斐」の順であった．「シニア活動の普及発展・
伝承」では年齢層が40歳未満から70歳代にか
けて高くなるにつれて具体的な考えが増える
傾向が見られ，活動自体のキャリアと各々ラ
イフステージにおける役割が影響していると
思われた．また，60歳代と50歳代では他の年
代に比べ，ヘルスケアによる地域の活性化を
期待している傾向も見られた．尚，他の分類
項目の回答についてはあまり年代間に特徴は
見られなかった．（図－９）

図－９　活動の今後の（方向性・将来性）

２．聞き取り調査の結果について

　A東北ブロック参加者、B横浜カップ参加者、
C全国ゴールデンシニア交歓会参加者、D第2
回全国社会人オーバー40・50バスケットボール
選手権参加者毎に． 「活動の状況と課題」をテー
マに聞取り結果を整理した．表－２に示す．

表－２　聞き取り調査（代表例）

　まとめると以下の６つになった．①まだ競技
を楽しむ機会が少ない，②シニアの大会の参加
年齢層の幅が広いためにチーム結成，大会出場
においてメンバー構成が難しい，チーム作りが
難しい，③社会の高齢化にともないシニアバス
ケット人口が増加傾向にあると感じる反面，組
織や制度が未整備である，④大会が増えればそ
れに伴い会場や審判，運営費用などヒト，モノ，
カネに関連する課題がある，⑤シニアバスケッ
トボール愛好者の参加目的が競技成績志向型か
ら健康や交流志向型など幅が広く，練習，試合
等で活動が難しくなることがある，⑥年齢，ク
ラスがまだ未整備，統一されず選手登録や参加
資格について混乱する．

Ⅳ　考　察

１．活動を始めた動機では，親しい友人や仲間
が活動動機となった40歳以下は，いわゆる現
役世代であることから，学校や会社などの身
近な関係，チームメイトなどの人間関係が要
因として考えられた．60歳代の場合も同様に
これまでの人生で得た繋がり，友人関係など
の要因が考えられた．一方，70歳代と80歳以
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上では①「自主的」の動機が多かった．これ
は高齢期における健康不安やさみしさ，孤独
からの回避，過去の栄光・ノスタルジーへの

「すがり」等，高齢者にみる特徴が反映され
ていると考えられた．

２．活動の目的の結果では，長ケ原27）の報告
でも同じ指摘をしており．参加者の健康と体
力に対する高い意識が確認できた．全体の傾
向としては競技に対する拘りや，楽しみ方（趣
味・生き甲斐・喜び）に没頭する場であると
言え，スポーツ活動を通した「喜び」，「楽し
み方」を獲得しようとする欲求の一つと言え
る．

３．現在の活動に対して満足しているかでは，
ほとんど全ての年代で満足していることが分
かった．満足していない理由としては，「シ
ニアバスケット競技」自体のヒト・モノ・カ
ネ等の環境要因が考えられたが，各年代層の
選手個人レベルの健康や，競技スキル等の活
動目的・欲求においては，一定程度の満足が
得られている事が満足度の高さに反映されて
いると思われた．

４．地域・関係団体の協力（理解）では，全回
答の50％が「理解されている」と答えていた．
他の３回答の解釈の仕方に拘ると，少なから
ず「完全には理解されていない」とも取られ，
③「理解されていない」の結果と同意と捉え
れば，３回答の数を合計する事が出来る．し
かも，④「自由な形で活動しているため，協
力関係がない」の回答は，理解・協力に関し
ては少なくとも肯定的ではなく，もともと無
関係とし，「地域・競技団体」の組織・運営
等の現状に対する配慮も考えられ，予め，公
的な協力を期待せずに，現在の運営上の便宜
を優先し活動する選択，「気兼ねなく，気楽
に！」が実際の賢明な姿（独立性）が伺えた．

５．活動で大事にしているもの（技術・体力）
では，技術・体力の向上が活動目標の柱と
なっている事が言え，いわゆる「自己のヘル
スケアを意識しながら競技活動の楽しみ方の
獲得：喜び」の意識が伺えた．この結果は先
の設問２）「活動の目的」の結果で示された

「専門競技に打ち込める喜び」3），4），5），31），35）

を通した健康志向というシニア世代のスポー
ツの取り組み方が表れている結果と言える．

６．活動で大事にしているもの（精神的・社会
性）で，「チームワーク」と「コミュニケー
ション」の言葉は「コミュニケーションは
チームワークを得るための一手段」という説
明されるように互いに関係する言葉と言える．

「チームワーク」は，周知のようにバスケッ
トボールのみならず競技スポーツにおける必
須条件であり，代名詞として使われて来た経
緯もあり，特にオフェンスプレーの成否を左
右する意味でも，古くから競技をするプレー
ヤーにとって，一つの「合言葉」にもなって
いる．一方の「コミュニケーション」は，近
年スポーツの科学的進歩に伴って耳にする機
会が多くなったスキル用語の一つとして一般
的になってきた経緯の中で，80歳代の現役時
代を遡った当時のスポーツ環境を考慮すると，
一応理解できる結果と言えるかも知れない．
通常「チームワークを高める為には，先ずコ
ミュニケーションを取る事が前提」と言う考
え方が定着しつつある今日，コミュニケーショ
ンはオフェンス時のチームプレーはもとより，
ディフェンス時も含めた戦術ツールとして必
要不可欠とし，競技の上で両者共に重要な言
葉であるという認識で参加している．そして，
80歳代の思惑としては，チームワークそのも
のが全て（あ・うんの呼吸の解決方法）とい
う捉え方もでき，「チームワークを得るために，
あえてコミュニケーションは取るに及ばず」
という経験論的表現「ベテラン」が表れてい
る点も指摘された．以上の解釈を補足する意
味において，Ⅲ結果１の５）で，①「シュー
ト技術」でプレーを楽しむという結果等も加
味すれば，80歳代は，あくまでもオフェンス
プレー（シュートを決めたい）に魅力があり，
とりわけ勝敗に拘りつつもシュートの出来栄
えに対する執着心が強く表れているように思
われる．また，40歳代と40歳以下では，むし
ろ現役（ユース）時代で活躍して来た実力を
試したいというフレッシュマンによく見る前
向きな気持ちに反し，活動経験の浅い年齢と
いうグループ内の立場・関係（先輩・後輩）
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等を受け止めつつ，とりわけ目標達成とチー
ム貢献の２面における複雑な思惑を抱き活動
している状況が推察された．上記の結果を踏
まえながら活動目的に結び付く具体的要因を
考えた時，高齢者になるにつれ率直に「シュー
トを打つ喜び」を浮き彫りにしており，いわ
ゆる競技特性の持つ本質を表しており，チー
ムプレー，ディフェンス，戦術等，勝利を目
指すための活動をしていた現役時代とは異
なった取り組みが伺える．競技活動に向き合
う姿として，スポーツ本来の喜び，楽しみ方
を改めて考えさせられた結果となった．
　全体的には，プレー中の矛盾を感じながら
も，良き人間関係を求めつつ健康志向を持っ
て活動していると判断できる．ともすると，

「良き人間関係作り」が根幹にある事によっ
て彼らの「真の健康の獲得」22），26）を目指し
ている姿とも言ってよいであろう．

７．活動の意義である，いわゆるモットーにし
ている事では，前の設問の結果と重なり，お
互いの親睦を深め健康維持を図りながらス
ポーツ活動に参加している点が強調された．
薗田ら21）は，熟年者の運動の楽しみ方は健
康増進型「ヘルススポーツ志向」，余暇充実
型「レジャースポーツ志向」，さらには，目
標挑戦型である「マスターズスポーツ志向」
の３志向に分類している．また，長ケ原26）

はスポーツが多種多様であると同時に，個人
の参加動機も多面的な為（中略），今後，高
齢者のスポーツは加齢に伴って高まる「健康」
だけに偏重する事なく，高齢（シニア）だか
らこそ出来る成熟度を求める，マスターズ文
化とレジャー文化にも目を向ける必要性を指
摘している．
　このように今回の結果は，競技者の目標は
年齢こそ違いはあるものの，幼少の時から夢
を追い求めて来たユース世代から，新たにス
ポーツを通し目標設定しようとする，いわゆ
るシニア世代における新たな生き方が示され
ていると言えるだろう．往々にしてスポーツ
の魅力・価値は，「勝利を目指し競技力を高
める事にある」という点に目を向けられがち
だが，今や医科学研究の発展に伴い，健康の

維持・向上に活用され各身体機能の発達を促
す中で，特にコミュニケーションの場として
他者との交流の機会を増やし，社会参加の促
進と帰属意識を高めている点も見逃せない．

８．活動の今後の（方向性・将来性）（自由回答）
で，特に注目したのは，「シニアの普及発展
と伝承」の結果で，70歳代から若い層にかけて，
シニア活動の将来性に対する抱負と言うべき
スポーツライフの成熟化24），26），27）と捉える
ことができ，スポーツスペシャリゼーション
27）の意識を表す結果と言える．マスターズ
スポーツの動向に見るようなシニア世代のス
ポーツ活動に寄せる競技者の熱い思いが伺わ
れた．他の回答においては特に多い回答数で
はなかったものの，限られた意味ある結果と
してまとめた．Aの「健康」とBの「ヘルス
ケア」は同じ健康志向と捉えられるが，Aは
自己自身の健康と体力維持・増進という個人
的な健康志向と言え，Bの方はヘルスケアに
よる地域活性化の狙いとする社会貢献的志向
の２分化した点が指摘された．従って，ここ
では先の研究報告に倣いながら次のような4
類型のスポーツ志向に分けられ，その傾向が
示された．

1．「シニアスポーツの普及発展・伝承」
　 （マスターズスポーツ型）
2．「ヘルスケア・地域活性化・貢献」
　 （ヘルススポーツ貢献型）
3．「健康・体力」
　 （ヘルススポーツ体力維持型）　
4．「余暇・生き甲斐・趣味」
　 （レジャースポーツ型）

　以上の４つの志向に分けられた自由回答の代
表例を表－３に示した．
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表－３　シニアの将来性の自由回答

Ⅴ　おわりに

　全体の参加傾向を見ると，個々人が自己の趣
味・特技を活かし仲間づくりをしながら健康志
向を持って活動していることが伺われた．現実
には体力の減退を認めながらも，活動自体をト
レーニングの一貫としてプレーを楽しむという，
しっかりした目標も持って臨んでいる．とりわ
け，活動の目的や意義では，各年齢層の間に違
いが見られたが，年齢が高くなるにしたがっ
て，スポーツ活動そのものに対する「成熟化」
21），23），26），27）なるものがみられ，教育，文化の
伝承活動にみる社会貢献とも言える第２の人生

（Second Life for Sports），いわゆる，それぞれ
の生活環境に上手く対応しながら「自己実現」
を目指そうとする意識が伺われた．
　活動自体に対する地域・関係団体との協力関
係（理解）において，アンケート結果と聞き取
り調査の回答の間にギャップがみられた点では，
実施方法や回答方法等の違いが原因として挙げ
られた．実際の活動では理想と現実の矛盾を受
け止めながら，上手く対応しているのが現況で
あった． また，調査対象者には80歳に及ぶ後

期高齢者が含まれ，若干名ではあったが，この
年代の参加動機・目標などシニアスポーツに対
する特徴ある堅実な思考・意識を確認する事が
できた．
　本研究の結果では，過去の研究20），21），25），27） 

等で示されているアクティブエイジングの３分
類（志向）に対し，ヘルススポーツ志向につい
ては，自己のヘルスケア型と社会貢献として捉
えているヘルスケア型の２つに分けられ，各年
代に違いが見られた．
　今回の僅か3名ではあるが80歳代の資料・デー
タは，統計的な判断材料としては評価し難いが，
ある見方をすれば今後のシニアスポーツのため
の大切な資料・データの一つになると思われた
ので，その特徴についても検討を行った． 
１．活動では，あまり周囲に「捉われず」自己

の生き方を大切にしながら活動そのものに一
途に取り組んでおり，プレー中は限られた時
間で気に入った仲間とただひたすらに，勝負
を賭けた試合で得られる共感を求め「バスケッ
トボール」そのものに浸れる時間を大切にし
ていることが伺えた．

　Ex．「ノスタルジー」＆「フロー理論」
２．集団スポーツ競技においてはチームワーク

と謳いつつも，80歳代を含む高齢者層（70歳
以上）も他の年代同様にシュート技術の向上
や習得について、このスポーツに関わるとき
に大事にしている要因の一つに挙げている．
この事は，集団スポーツ競技が勝利を目指す
為の大前提（パラダイム）の一つに「チーム
ワーク」があるものの，それに加えて、老い
てもなおバスケットボール競技の醍醐味であ
るシュート技術への飽くなき追求が年齢に関
係なくあると思えた。人生の営みの中で価値
観の変化が伺えると同時に，スポーツ本来の

「喜び」を獲得しようとするとき，その競技
の普遍的なもの，変わらないものがあること
も伺えた。

　近年のアクティブエイジングの可能性につい
ては，先行研究23），24），26）でも示されているように，
高齢者（マスターズ・シニア…）という，単に

「衰えた人々」として捉えるのではなく，「ジェ
ロントロジー」の学問的追究を図ると同時に継
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続的な研究推進を行う事を前提に，各カテゴ
リーの整理を行いながら高齢者の存在や役割に
ついての志向・価値観などの活用性を考え，参
加者自身の意向を尊重した取り組みが必要と考
えられる．いずれにしても，現在注目されてい
るマスターズスポーツをはじめ，シニアスポー
ツ活動（成人含）における中高齢者のスポーツ
活動，いわゆる生涯（生甲斐）スポーツ25）（Sports 
for Life ）:（アクティブエイジング）の意義・
役割・効果は計り知れないという事実は誰もが
認めている．
　今後，我が国の超高齢化社会に向けたさまざ
まな政策と取り組みの中で，私達は今までに経
験し得ない未知の社会について謙虚に取り組む
必要があろう．単に形式的な整備に拘らず，真
の社会的発展はいかなるものかを著者らは模索
検討している．
　結局の所，スポーツ活動の意義や内容，その
方向性とあり方等についての答えは，活動者自
身が持っており，ことある毎に「現場の声」に
耳を傾けると共に専門分野に留まらず，彼らを
取り巻く全ての活動現場に向けた臨床的研究の
構築を通してシニア社会のより良い環境作りを
目指した具体対策（ユニバーサルデザイン）を
打ち出す事が急務と考える．
　今回，単にバスケットボールでの一競技の調
査報告ではあったが，少なくともシニアスポー
ツ活動が生涯スポーツの広い枠組みの中で，お
互いの垣根を払った思考の基，「自由」，「気軽
さ」，そして「達成感」のある「人生の生き甲
斐を獲得する場」である事を確認する事が出来，
更に，スポーツのセカンドライフとするシニア
バスケットボール愛好者の持つ価値観や，活動
に対し「自己実現」に向けた前向きな姿勢を確
認する事が出来た．
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